
一」

原子力船「むつ」を考える

シンポジウムの記録

1984。 3.24(土 )

日本原子力研究所労働組合



ｒ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ト

ー
ト

ー
ー
ト

ー
ー
ー
ー
ー
ト

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

〓
　
・

I =原研労組中央執行類 :長の挨拶 …………二==‐.■ .■・ 二

原研労組申央委員:会 Fむう」F.5題小委員会の1報告

:.

2.

は じ め に
｀
産学力轟あ寛通し

―
L商羞苫

.

21 舶用原子動力の特徴

………………………………・・:..… …………・・:.■ .:4

′・ζ‐.:炉 T‐ 性々を商業マ甲:す ,IF9問零
′1・ 炉子々T零用

`Fキ

ぅ算百呻拿炉   1
2.4 原子々船開肇・研究の技術的問題点

?ぃol l自甲原子岬 ヨ不1甲 :こ ,マ
!〕 て

2:6 海上自衛隊の艦船の原子動力化の可能魅

3.‐ 原子力船「 むっ」1についての問題点

3.1 原子力船「むつ」F.暉の経緯・

3.2■ fむつ」:の位置づけ .|

3.3 「むつ」を動かすことは可能か

・t.4●それでは1「むう」`はどうすればよいか

,もr‐鮨も」‐廃諮′まどとでも可能‐  ‐

じ.6・ ‐■廃船」はすぐ
:|と

'む 可育目が・
| :

4‐ 飾 た■:チ岩鵬 炉研チ試:由室あおり芳‐

‐
4.1‐ 検討の視点

11,F‐ 憤かた1‐みる赫菱開発お箭腱薬棒
4.3 前提条件が満たされない場合はどうするか

|:: ||11 1 ● :■  li l■ |' .|‐ |||●
 |:11 .■

4.r ‐昼・ ‐|・・リア19‐lrや
り
Fャ 7,TttiF‐1::下

4.5 過去の「むつ」開発体制の問題点

4.6 原研における研究開発体制上の留意点

5.F船団統合時の若口箸仕事青つために …・………………………・…………・・30
5.1 検討の視点

5.2 原船団の現在の労働条件

5.3 統合までに何をすべ きか

■

●  ｀
‐     :   11111‐

二 .11=|..it.… …ニニ::1..I.■ .:二 2:3



‐
… …  1

・……・14

―……23

・………30

■ パ ネ ル 討 論

山 川 新二郎

森   ― 久

中 島 篤之助

服 部   学

舘 野   淳

6.あ と が き …… … … … … … … … … … ・・・・・・… … … 136

参 考 文 献   参 考 資 料

司会 角 田 道 生

……………………………………………………・・=・ …………49

(長崎総合科学大学教授 船舶工学 )

『原子力商船実用化の条件』

(原子力産業会議専務理事 )

『わが国原子力開発計画における原子力船の位置』

(中央大学教授 日本学術会議会員)

『原子力研究と「むつ」 』

(立教大学原研教授 )

『軍艦と商船』

(原研労組元中執委員長)

『原研科学者の立場か らの発言』

(前中執委員長 )

Ⅳ 資   料

1.原船団と原研との統合問題に関するアンケート結果 ……………………………・・91

2 「 むつ」問題関係原子力略年表 ……・………………………………二………….102



「むつ」問題の科学的検討を呼びかける

今国会において,原船団と原研 との統合,「むつJの原研への持ちこみが決定されようとしノてい

ます。

労組は,従来から「むつ」について重木な関心を持ち,科学的な調査,検討を行 い,パンフレッ

トや「見解」等 を必要に応 じて発表してきましンた●四年前の原船団法改正が国会で論議された時に

も,参考人としノて当時の中央執行委員長は「原船問題の処理の仕方は,科学技術の論翠に基づき,

研究者・技術者の検討にゆだねるべきであることJな どを提起 tノ ま tンた。

しか Lノ ,昨年11月 有沢広己氏を座長とする原子力船懇談会の報告。12月 23日 原研と原船団との統

合の決定 (原子力委員会)。 本年 1月 17日 自民党科学技術部会での 「むつ」廃船論議. 1月 25日

「むつ」をどうするかの問題を先送 りLノての原研と原船団との統合と,関根浜新港の着工について

の閣議決定。と事態は私達の提起が無視されたまま急テンポで推移ヒンています。

「むつ廃船」が政府与党の中から出るという今日の事態を,私達は驚ろきとともに自民党の内部

矛盾の表われかと受けとめています。

中央執行委員会は「むつ」の諸問題が未解決のままで,原船団との統合だけが決まろうとしノてい

ることに危惧を感 じ,こ の問題に対する基本的見解を昨年11月 22日 「むつ」問題をめぐる原研労組

「声明」として発表 Lン ましノたo12月 14日 の中央委員会では「むつ」問題を科学的に検討するよう諮問

し同日「むつ」問題小委員会が発足 lノ ましンた0

小委員会では①原子力船の見通Lン と問題点,②原子力船「むつ」についての問題点,①原研にお

ける舶用炉開発の問題及び統合における問題の 3項目について重点的な検討が進め られまし′た。

この小委員会報告を受けて,中央執行委員会 は,開かれた討論を行うため 3月 24日 ,パネル討論

形式のシンポジウムを開催いたし′ま しノた0「むつ」問題に関 ヒノてこのような討論会が開催されたの

は始めてであろうと思われます。

この報告書 は,「むつ」問題小委員会報告,パネル討論会 ,原研 と原船団との統合問題に関す る

原研労アンケー ト結果を収録 したものでありまづ。

この報告書をも とに,全ての関係者の科学的検討と討論がただちに行われるよう期待 します。

最後に,忙 ヒノい中パネル討論に出席 下さいま Lン たパネリス ト諸氏の好意に感謝致 Lノます。

1984年 6月 1日

中央 執 行 委 員 会
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